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取 り出 した サ ィ レー ジ の 変 敗 と そ の 防 止

1 低水分サインージについて
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1 は  し が き
サイレージの長きは,水分同様に堆積密度の大小ひいて
は通気量に関係し,変敗温度の高低・変敗量の多少に影響
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図 1 堆積後の日数と変敗部位との関係
(第 2回 目試験 )

乾物率は日数の経過とともに高くなった。これはサィレ

ージの発熱による水分の発散と自然乾燥によったものと思

われる。pH,ァ ンモニア態窒素の発生率は,2回の試験と
も日数の経過につれ高くなり,乳酸・酢酸は第1回試験で
は漸壇 第 2回試験では漸減の傾向がみられた。この有機

酸の増減は,低温期(12月 )では変質よりも乾燥濃縮,高
温期 (6月 )では乾燥濃縮よりも蓼政によったものと考え

通常,サィレージは毎日のようにサイロから取り出され,  したものと思われる。
家畜に給与される。本試験では,こ の取出し作業の省力を   3)堆 積日数と変敗
目的として,サィロから取り出したサィレージの変敗条件,  12 6月 に水分約 38お よび47%のサイレージを堆積し,初
防上方法について検討した。 日・ 3・ 6お よび 10日 目の変敗状態について調べた。変敗

温度は,第 1回試験では低温でllL6し 最高 16℃ ,第 2回試
2 試 験 方 法

験では堆積 3日 日頃から上昇し最高58℃ に達した。変敗は
サイレージの材料は 1～ 3番草の予乾したォーチャー ド  表層附近からはじまり,中心に向かって進行 した(図 1)。
グラスとし,その貯蔵は,実験用コンクリー トサイロによ  第 1・ 2回試験の変敗部重の割合は, それぞれ3日 後 0・ 1
つた。                          多, 6日後 1 53%, 10日 後 51・

“
%と なった。

試験項 目は,変数調査では水分含量・長さ・堆積日数,
変敗防止では踏圧・ ビニール被屁 プロピォン酸添カロとし
た。試験は舎内堆積により,堆積の大きさは底面径100m,

高さωい,堆積量40的 内外とした。
調査事項は,堆積内の変敗の温度・ 部位・Lサ ィレー
ジの品質などとし,実験用試料R 良部・変敗部を混ぜ合
せたものから採取した。

3 結果および考察

この試験では,好気的条件下におけるサインージの変敗
条件とその防止対策について検討した。

1 サイレージの条件と変敗
1)水分含量と変数
5月 中旬,水分約82・ 57お よび42%の サイレージを堆積  られる。
し調査した。その結果 水分含量の少ないサイレージほど   このように,高温期の堆積では,長期にわたる品質の保
速く発熱し, しかも高くなることが認められ, その変敗部  持はきわめて困難であるといえる。
は, 表層部附近から中心部に及び,量も多かった。この発    2 変敗の防止対策
熱と変敗は,明 らかに予乾低水分化による末発酵成分の残   1)踏 圧と被覆による変敗防止
存と密度低下による通気の結果と考えられる。        水分約56%の 細切サィレージを6月 下旬から,水分約61
2)長さと変敗 %の サイレージを7月 上旬から,それぞれ10日 間ビニール
5月中旬,水分約36%の無細切 細切サィレージについ  布上に堆積し,調査した。
て調査した。無細切サィレージは発熱が速く,最高温度は   変敗温度は,第 1回試験では試験開始後 6・ 7日 日頃に
54Cと なり,ヵ ピは堆積全体に広がってぃた。細切サイレ  無圧無覆より無圧覆が,圧無覆より圧覆がわずかに高かっ
―ジは発熱がやや遅れたが,その最高温度は48Cに 達した。  たが,その後全く逆転した。第2回試験では,無圧無覆よ
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り無圧覆が,圧無覆より圧覆が低くなり,無覆 o覆の差が

大きかった。

良部割合は,第 1回 試験では概して無圧より圧が高く,

無覆より覆で低くなり,第 2回 試験では無圧より圧が高く,

無覆より覆が高くなった。

水分は第 1.2回 試験 とも無覆で少なく,pHは ,第 1回

試験では踏圧と被覆処理の間に差がみられず,第 2回試験

では無圧より圧が低く,無覆より覆が高くなった。アンモ

ニア態窒素については,一定の傾向はみられなかった。乳

酸は総して無圧より風 無覆より覆で多かったが,酢酸・

酪酸には一定の傾向はみられなかった。

以上のように,第 1回試験では処理差は明らかでなかっ

た。これはサイレージの水分・密度が著しく低かったため

と考えられるが,こ のほか被覆・密封も変敗防止の上から

重要である。 しかし,サイロ外でのサイレージの密度の維

持や密封は,労力・経費の面からみて, きわめて困難であ

り,極端な低水分サイレーンの堆積利用は避けるべきであ

ろう。

2)プロピオン酸添加による変数防止

6・ 7月 中旬 低水分サイレージに 05 10チ のプロピ

オン酸を添加准積し調査した結果は以下のようになった。

変敗温度は,第 1・ 2回試験とも無添加サイレージで急

速に上昇したが,■ 5%添加でやや緩慢になり, 10%添加

では上昇しなかった(図 2)。

変数部重は,無添加では第1回 100・ 第 2回 99,となり,

以下 05,添加550' 10,添 加40チ となって,添加
の効果は明らかである(図 3)。
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図2 ブロピオン酸の添加率と変敗温度
との庚際 (第 1回 目試験 )
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図 3 プロピオン酸の添加率と変敗部位
との関係 (第 1回 目漱験 )

水分は上述の試験結果と同様に無添加で最も低下し,pH

は添カロ率の高いもので低く, アンモニア態窒素は第 1・ 2

回ともに無添加・ 05%添加で高かった。乳酸は第1 2

回とも概して
'0%添
加で高く, 酢酸lt減少.酪酸は増加

の傾向を示した (表 1)。
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表 1 プロピオン酸添加率とサイレージの品質 (第 1回 目試験 )

乾 物 pH
H`3~N
――――X100
T― N

乳 酸 酢 酸
プロピ
オン酸

酪 酸 2<v t 7/Et. ,tF/lQ
lao- ■SO―

材 料

無添加

05%″

10多 ″

5a3q
6LA

61.8

545

226

545

490

457

663

570

527

084%

009

103

11'3

¢

l108

o06%

o07

1153

α94

%

006

o57

αl15“

α02

003

003

005%

0“

0“

002

002

003%

002

005

005

―%

注. pHはガラス電極 pΠ メータ, NH3~Nは水蒸気蒸留法,有機酸はガスタ
ロマトグラフ法によった。

サイロ内のサイレージに対するプロピオン酸の変敗防止

の効果
2`)に ついては,すでに明らかにしたが, この試験

により,取 り出したサイ´~ジに対しても有効であること

がわかった。

プロピオン酸については,そ の特性として, 低い pH条

件下で著 しい効力を発揮することが知られており
⇒,取 り

出したサイレージヘの応用もより効果的な利用法であった

と思われる。

4 ま  と  め

サイレージの取り出し作業の省力をねらいとして,サ イ

ロから取 り出した

“

レージの変敗と防止について検討 し,

1)堆積サイレージの変敗は,水分含量の少ないもの,長

さの長いもので速く, しかもはなはだしいこと, 2)変敗

防止では,踏圧・被覆の効果は,水分含量の少ないもので

とくに小さく, プロピオン酸の05・ 10%の 添加は,サイ

レージの変敗を遅延させることがわかった。
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